
オハイオ州概要
政 治 経 済 日本との関係

【州政治】
１． 知事
ジョン・ケーシック （John Kasich）（共）（2期目）

２． 議会構成： 二院制
・上院 33 （民主党9／共和党24）
・下院 99 （民主党33／共和党66）

【州経済】
１． 主要産業
・農業：穀類（トウモロコシ，大豆）
・工業：製造業（自動車産業，粗鋼生産）

２． ＧＤＰ： 6,257億ドル（2016年）
３． １人当たり個人所得： 44,876ドル（2016年）
４． 失業率： 4.9%（2017年12月）
５． 輸出額： 49,299百万ドル（2016年）
６． 輸出品目： 自動車（30.4%），化学製品
（12.3%），機械（12.1%），金属材料（5.3%）

７． 輸出相手国（2014年）
ｶﾅﾀﾞ（39.0%），ﾒｷｼｺ（13.1%），中国（7.6%），
イギリス（3.5%），日本（3.2%）

８． 予算（2013会計年度）
（出典：U.S. Census Bureau）
・歳 入： 90,385百万ドル
・歳 出： 76,292百万ドル
・累積赤字： 33,133百万ドル

９． 経済状況

全米有数の工業州であり，特に，自動車産業に関
しては，ミシガン州と同様に活発な州である。経済の
中心は，3C（中部のコロンバス，南西部のシンシナ
ティ，北東部のクリーブランド）周辺に集中している。
特に，コロンバスの人口は中西部でシカゴに次いで
2番目に大きい。

1980年代より州中部にはホンダが進出し，製造・
研究開発を行っている。
また，南東部は全米有数のシェールガス埋蔵地。

【対日経済】
１． 対日輸出額： 1,538百万ドル（2016年）
２． 主要輸出品目

自動車（35.2%）， 化学製品 （13.7%），機械
（9.6%）

３． 日系企業の進出状況（2017年10月）
・484事業所
・これらの事業所による雇用数： 77,073

１． 全般
東京に州事務所が設置（2008年4月から外部委
託）されており，日系企業の誘致に積極的。日本
は最大の投資国であり，ホンダをはじめとする日
系企業の進出により州内の対日感情は良好。

２． 要人往来
・2004年9月：タフト知事（東京）
・2005年5月：河井外務大臣政務官（デイトン）
・2007年9月：フィッシャー副知事（東京）
・2017年5月：ケーシック知事（東京）

３． 文化，広報関係

オハイオ州立大学には日本研究センターが設
置され，日本研究が活発に行われている。

４． 在留邦人数： 13,584人（2018年1月）

５． 姉妹都市関係（16）
ｵﾊｲｵ州－埼玉県 ﾃﾞｲﾄﾝ－大磯町
ｾﾝﾄﾒﾘｰｽ－淡路市 ﾏｲﾗﾝ－八幡市
ｼﾝｼﾅﾃｨ－岐阜市 ﾄﾛｲ－高梁市
ﾐﾄﾞﾙﾀｳﾝ－大崎市 ﾍﾞﾙﾌｫﾝﾃﾝ－鈴鹿市
ﾕｰｸﾘｯﾄﾞ－楢葉町 ｳﾞｧﾝﾜｰﾄ－洲本市
ｾﾗｲﾅ－南あわじ市 ﾗｲﾏ－播磨町
ﾜｰｼﾞﾝﾄﾝ－狭山市 ﾄﾘｰﾄﾞ－豊橋市
ﾏﾝｽﾌｨｰﾙﾄﾞ－田村市 ﾃﾞﾗｳｪｱ－酒田市

友好都市関係（2）
ﾒｱﾘｽﾞﾋﾞﾙ－寄居町 ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ－益子町

６． 日本語学習者数（2017年秋）
・大学・短大： 2,098人（23校・148コース）
・小・中・高校： 1,279人（23校）

面積：116,096平方キロ
（日本の本州の約半分強／全米50州中34位）
人口：11,614,373 人 （2016年7月現在／全米7位）

【連邦政治】
１． 大統領選挙人数： 18名

２． 2016年大統領選挙結果
・トランプ（51.7％）、クリントン（43.7％）

３． 2016年大統領選予備選挙結果
・民主党 クリントン（57%）サンダース（43%）
・共和党 ケーシック（47%）トランプ（36%）

クルズ（13%）ルビオ（3%）

４． 連邦上院議員
・ロバート・ポートマン（Robert Portman）（共）
・シェロッド・ブラウン（Sherrod Brown）（民）

５． 連邦下院議員
・議席数16 （民主党4／共和党12）

2018年5月現在
在デトロイト総領事館

【内政状況】

州北東部は民主党勢力，州南西部は共和党が
優勢であり，州全体としては伝統的に共和党が強
い地域であるが，大統領選挙ではいわゆるスイン
グ・ステートとして注目度が高い州である（2016年
はトランプ候補が勝利）。

ケーシック知事は，オハイオ州における雇用創出，
歳出削減による財政健全化等を推進。2016年の大
統領選に出馬しトランプ候補との最後の2人にまで
残るも撤退。本年4月に本を出版し，全米各地をプ
ロモーションで回っており，2020年の大統領選に意
欲を持っているとも報道されている。


